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【はじめに】近年の多様なドナーアクセプター連結系高分子 p 型半導体材料の開発により、エネ

ルギー変換効率は市場化へのベンチマークとされる 10％を超えるに至っている 1。その一方で、n

型半導体材料は依然として PCBM に依存した状況にある。学術的な注目は、非フラーレン n 型材

料研究に移っているが、有機薄膜太陽電池（OPV）の実用化は優先課題であり、知見の多いフラ

ーレンを基本とした材料開発は重要である。我々はフレロピロリジン誘導体を基軸とする置換基

と物性相関の見地から検討を重ねてきた。昨年度までに PCBM に代わる太陽電池材料フラーレン

誘導体を見出し 2-5、そのいくつかをサンプル提供してきた。本発表では OPV の高電圧化をフラー

レン誘導体によって達成するための構造設計とそれを使った素子の測定結果について報告する。 

【結果】フラーレン誘導体の構造を図１に示す。PTB7 をドナーとして逆型構造により有機薄膜太

陽電池素子を作成・評価した。図２に電流密度－電圧 (J-V) 曲線を示す。いずれも良好な電流・

電圧値を示し、新規フラーレン誘導体の性能の高さを示している。さらには置換基の位置、構造

によって、開放端電圧に変化が現れている。置換基とフラーレンの間には共役がないが、置換基

の電子供与性が電圧変化に関係していると考えられる。電気化学測定の結果は、フラーレンの

LUMO レベルのわずかな変化を示し、電圧変化を支持する結果となった。 
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Fig. 1. Chemical structure of fulleropyrrolidines.  Fig. 2. J-V curve of OPV cells. 
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